
大学体育研究 33:31-40,2011

スポーツ・アントレプレナーシップ教育の実践

一地域を創るスポーツ・デザインプロデュースー

松田裕雄

A practice report of "sports-Entrepreneur education"

-Sports design produce to create the community-

Yasuo MATSUDA

1 緒言

現在日本において, スポーツの価値が高い普

遍性を有した無形資産価値として定着していな

いことは誰もが実感していることであろう。少

なくとも産業性 (カ ネ=価値とした時).大衆

性や文化性 (ヒ トの理解・関心=価値とした時).

立国性 (国の取組体制 =価値とした時).そ し

て競技性 (普及・強化 育成の成果=価値とし
た時)と いう4側面だけから見ても,その価値

は社会的に潜在的である。

その原因のひとつに,スポーツの価値から社

会的価値を創造し (=新たな市場の形成).需

要と供給,雇用と消費を発生させ,大衆への「価

値の顕在化Jを図る担い手,すなわちスポーツ

起業人が絶対的に不足していることが考えられ

る。

近年,益々競争が激化する経済界では,「チヤ

レンジ精神・自立性・創造性 判断力・社会性」

などの資質を兼ね備えた「生きる力」や「生活

していく力」,すなわちアントレプレナーシツ

プ (起業家的な精神)が重視されている。これ

を受け,小・中 高・大の教育現場では,起業
家的精神を持ち合わせた人材の教育,すなわち

アントレプレナーシップ教育の実践が進んでい

授業報告

る。日本でも平成13年前後より経済産業省東

北経済局や関東経済局主導の下に,小中学校で

導入され始めており 近年では「「生きる力」
を育む総合的な学習時間Jを利用した展開が散

見される。

こうした教育展開の背景には,情報技術の進

歩による市場のグローバル化. これに伴う差別

化競争の一層の激化,その中で世界の企業が経

営マネジメントにおける価値基準を大きくシフ

トし始めたことが考えられる。すなわちこれま

でのように「モノ」や「カネ」を重視し,そこ

で差別化を図るスタイル (ダニエル・ピンク日

く「マネジメント10及び20の 時代」)か ら,

これらに無限の付加価値を与え, 自社の無形資

産価値やプランド価値を高める「ヒトJを重要

な経営資源とし,「 ヒトJで差別化を図る「マ

ネジメント30の時代」にシフトし始めたとい

うことである。

スポーツに視点を戻すと,我が国のスポーツ

界も同様の課題を抱え始めていると言える。国

際競技力の面では,グローバル化を背景に国内

トップリーグの国際競争力の低さが露呈されて

いる。というのも国内トップスター選手はより

魅力ある海外 トップリーグヘと流れる一方で,

海外からスター選手が流れてくるケースは大相
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撲以外に殆ど無いからである。またこれに併せ

てメディアの優先度もより高い視聴率や集客力

を有する海外スポーツヘシフトしており,企業

スポーツの崩壊の背景には,正にこうしたメ

デイアバリューの低下や先述した企業間競争激

化が大きく影を落としている。このように国内

スポーツにおける「カネ」回りは停滞しており,

国内スポーツ市場の国際競争力が脆弱であるこ

とは誰もが知る事実である。

一方国内普及力の面でも不安定感は拭えな

い。学校スポーツでは指導者不足,就職難から

来る勉強重視のスポーツ離れや体力低下等の問

題が散見され,文科省主導で開始された総合型

地域スポーツクラプの設立も経営の担い手不足

により当初の目標を大きく下回る現状となって

いる。

こうした状況の打開に向けては,学校制度や

企業文化への依存,補助金や協賛金獲得ありき

の「「カネ・モノ」主導のマネジメントJの実

践という視点だけでは限界がある。より経済力

のあるトップリーグ, トツプクラブ,地域クラ

プの経営,スポーツ系企業の起業,ス ポーツを

コンテンツとした新しいビジネスの開発を手掛

けていける人材, またスポーツの価値を国策に

できる制度設計能力を有する人材も必要であ

る。すなわちそれは失敗を恐れず新しい価値を

創造していけるような起業家的精神を有した人

材を育成していく「「ヒト」主導のマネジメントJ

を開発していく視点である。その為には「スポー

ッ・アントレプレナーシップ教育」のカリキュ

ラムの充実が不可欠であると考える。

本稿ではこうした背景を受けて実施してきた

教育プログラムの全体像を整理し,その入門的

役割を担った授業「地域を創るスポーツ・デザ

インプロデュース」における結果及びその成果

と課題,そ して今後の展望について報告してい

く。

2 アントレブレナーシップ教育
(Entreprenur education)

アントレプレナーシツプは, 日本語では「起

業家活動」と訳されるが,PFド ラツカー曰く

起業家とは必ずしも新規開業によるベンチャー

だけを指すものではなく,従来とは異なる視点

からのアイデイアや系統的な経営手法に基づい

て新規事業展開する人を指す。

アントレプレナーシップ教育の定義につい

て。アントレプレナーシツプ開発センターで

は,「精神的にも自立した個人として 問題意

識を持ち,新しいことに挑戦することで既存の

社会をよりよく変革していける人材の育成を目

指すもの」としている。

一方東北経済局では,「起業家的人材を育て

る教育」としており,起業家的人材を「起業家

的精神 (積極性.チヤレンジ精神,創造性,自信,

探究心)と起業家的資質・能力 (自 己責任・判

断力,チームヮークカ,地域理解・郷土愛,実

行力.プレゼンカ等 )々を有する人材」として

いる。

本授業では, こうした人材をスポーツの様々

な価値に触れていく中で育成していくことを目

指しており, これを「スポーツ・アントレプレ

ナーシツプ教育」としたい。

3 スポーツ・アントレプレナーシツプ教育プ
ログラムの概要

(1)教育内容

講義.実習.実践を通じてスポーツビジネス

のチャンス,マインド及びマネジメントに関す

るナレッジを教授し,その魅力を伝えることで

ある。

(2)教育目標

①新たなスポーツビジネスをプロデュースでき

る人材の育成

②既存のスポーツビジネスを新たな視点で再活

―-32-―



,

性できる人材の育成

③常に高いベンチャースピリット・ビジネスマ

インドを持って自分の専門フイールドに取り

組める姿勢を持った人材の青成

(31対象と狙い

スポーツを専円とする体育専門学群の学生に

対してだけではなく,他の学問領域を専攻する

学生をも対象としていくことで, これまでの学

問領域とスポーツを掛け合わせた新たな価値創

造の発信を促していくことを狙いとしている。

(4)教育理念

良tスポーツから良き未来を

-000D SPORTS!000D FUTURE!

本プログラムでは「価値あるヒトに触れ」,「価

値あるコトを自ら創り出す」プロセスを繰り返

し実践することで人材育成を図っていくものと

した。

具体的には,スポーツビジネスで実績を作っ

てきたヒトに触れ,ま た学生自らも実際にス

ポーツで価値を創造する活動を展開していくこ

とで (=良 きスポーツの価値への接触),ス ポー

ッビジネス固有の文化的価値や産業性,社会性

について学び, 日本のスポーツ,産業を明るく

楽しいものにできる人材を輩出していきたい

(=良き未来の創造)と いう考え方である。

(5)プログラム概要

大学・産業界・スポーツ界の権威による座学・

実学,そ して地域の連携による実習を通じ,主

に 1)スポーツの価値で社会的価値を創造し,

起業活動を展開してきた起業家的人材に触れる

プログラム,2)起栞活動を実際に体験実践し
ていくプログラム,の 2つを軸に3段階で展開

してきた。(図 1・ 2)

(61実廊遍営体制 (図 3)

授業全体の展開には,大学はもとより地元の

スポーツ系 NPO法人,体育協会,自 治体,市

図1 プログラム構成の概念図

民の協力や各種スポーツ系事業組織や個人事業

主の協力が欠かせない。学生への出張講義,学

生との協働作業がその主な内容である。

本稿では,こ うしたプログラム展開 (図 2)

の導入部を担った科目「地域を創るスポーツ・

デザインプロデユース I・ Ⅱ」(以下「SDP」

とする)に着日して報告する。

4 SDP授業実廊結果

(1)筑波大学繕合科目

SDPは,全部で 155講座が開静されている

総合科日のうちのひとつとして平成 19年度よ

り開講した。総合科目とは,筑波大学の教養教

育の柱として,広い視野から人間の生き方を問

う為のものの見方や考え方を身につけ,学問す

ることへの関心を高めることを目的に開学当初

から開設されてきた科日である。種類は「学際

的科目」と「異分野入円的科目」とに分かれ,

SDPは前者に位置づき,広い視野からモノの

見方や考え方を身につけ,学際的な観点に立っ

た学問の重要性等を学ぶ為に,学問的・社会的

に興味深い重要なテーマに取り組んでいく科目

として総合科日で開構されることになつた。
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崚,名 地城を創るスボーツ デザインプロデュース I I

対

'
1～ 4年次

形式他 学翔完皓(12学翔)●● 1単位

嶽I 勇■(スポーツ起来人)をヽ回招聘しその対謳
の中でスボーツの大いなる可能性と起彙颯的■
■を学んでいく。

地域嗜磐認:調霧震掘牌撃
麟活

図 2 プログラム構造の概要図

(2)授業内容

1)教育目標

新たな価値創造の基礎となる起業家的精神や

学際的思考からスポーツを捉えていく発想力の

洒養。

2)進行

授業最初の二回は,現在の日本におけるス

ポーツの価値 海外におけるスポーツの価値に

ついて講義し 今後のスポーツ界は新たな価 lLE

創造が益々求められる世相になりつつあること

について予備知識を与えた。

三回日以降は高いリスクを負いながらも強い

起業家的精神を有し,実際にスポーツの価値で

社会的価値を創造してきたヒト (以下「勇者」)

を毎回ゲストとして招き,約 60分間の講義セッ

ション その後の学生によるインタビューセツ

黒21:孝奎性質[鶴:盟黎路1%二
グいつくば1に協わり地域の||々な人材との関

Ga l r<tt?Fl!. 4o^#-yrrl i:-IluNmre
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図3 実施運営体制

ション,そ してその場でレポート提出という3

段階で進めてきた。

3)成績評価

平成 19,20年度は出席及び最終試験 (グルー

ププレゼンテーシヨン:テーマはスポーツビジ

ネスプランをフリーに立案)にて評価を施し

た。最終試験における評価観点は,①必要性

(社会的必要性をどれだけわかりやすく訴えて

いるか 2)②独創性 (独自の魅力。いかに独創

性と創造性に溢れているか)①顕在性 (そ こで

見込める効果。集客力,経済効果 教育効果)

④実現性 (4大経営資源の具体的な動き)⑤説

得性 (如何にわかりやすく整理し,表現されて

いるか)と した。しかし社会経験値がまだ低い

1,2年生対象の授業の最終試験としては,や

ゃハードルが高かった為平成 21年度より評価

方法を変更した。

平成 21年からは,毎回の勇者の鼓動に最大

集中することをテーマとし,毎授業への理解と

毎授業時における学生の発言内容を評価対象と

した。前者について,毎授業直後にレポート提

出することで評価とした。内容は本日の自分な

りの学びのキーワー ドを3つ以内で記した上

で,全体を通し率直に感じた想いをA4-枚に

まとめあげ提出することである。これにより,

勇者の話を合理的にも情格的にも整理すること

_情 颯学薔
1%

図4 受講学生の所属学部の内訳

を狙いとした。毎回のレポートは次回授業時に

コピーを返却し, 自家製の勇者の鼓動集として

綴じ込んでいくことを指示した。ここには,何

時か迷える時が来たら目を通し,その時の感動

や自分の想いをもう一度振り返り,新たな活路

のきっ力` ナになれれば幸いであるという狙いが

ある。

後者について,最も興味のある勇者を最初の

授業時に選択させ グルービングし, インタ

ビューセッシヨンにて優先的対話権を与えるこ

とで勇者との積極的対話を促した。そして そ

の時の発言様相を評価の対象とした。

4)勇者一覧

歴代の勇者は,表 1～ 4に整理した。主にトツ

プアスリート 実業家.研究家 地域起業家の

四つに分類される。

5)受講学生状況

平成 19年度からの受講学生数と所属学部を

示したのが表 5である。4年間で 408名の学生

が受講してきた。また受講学生の所属する学部

の傾向を示したのが図 4である。体育専門学群

の学生が圧倒的に多いことが分かる。あとは文

系 (15%),理系 (14%)双方同様に受講して

いる傾向が伺える。

6)学生授業評価

総合科日では,大学が全開講科目に対して学
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表 1 勇者一覧 (ト ップアスリート:個人事業主)

勇者 鐘 所属

荻原健司
スキーノルディック複合選手

リレハンメル,ア ルベールビル五輪金メダリス ト
北野建設スキー部部長

荻原次晴 スキーノルディック複合選手 長野五輪 6位 スポーツキャスター

加藤陽一
パレーボール元全日本男子代表主将

イタリアセリエ A優勝
プロパレー選手

(つ くばユナイテツドSun CAIA)

佐伯美香 ビーチパレーシドユー五輪第4位 日本ピーチスポーツ振興会理事

自石康次郎
史上最年少ヨット単独無寄港世界一周単独世界一周

ヨットレース「50CEANS」 クラス準優勝
海洋冒険家

徳野涼子
ピーチパレー元全日本女子代表

アトランタ・アテネ五輸出場

NPO法人日本ビーチ
文化振興協会理事

中田久美

バレーボール元全日本女子代表

ロス五輪銅メダリス ト

ソウル・パルセロナ五輸出場

プロバレーコーチ

永田睦子
バスケットボール元全日本女子代表

アトランタ・アテネ五輸出場
スポーツ解説者

平山素子
世界ダンスコンテスト金賞受賞

朝日文化芸能賞受賞
プロダンサー

皆川賢太郎
アルベンスキー全日本男子代表

トリノ五輪男子回転第 4位

プロスキー選手

(竹村総合設備スキークラブ)

遊佐雅美
ピーチフラッグス全日本代表選手

世界選手権優勝 3回,全日本選手権大会 17連覇

プロライフセーパー

NPCl法人日本ビーチ

文化振興協会理事

生授業評価調査を行っている。表 6はその内の

SDPに 関する調査結果と全開講科目平均の値

を示したものである。下段の斜字体が全体の平

均値である。順位は受講生の数に関わらずにラ

ンキングされた場合のものである。

5成果と課題

(1)成果

以下 3つ程挙げられる。

① SDPを 機会に,図 1内ステージⅡやステー

ジⅢにステップアップする学生が増え始めた

こと。

②スポーツとキャリアという分野には一定の学

生ニーズがあることが確認できたこと。

大学 を出て トッププロアス リー トになる

ケースは非常に少ない。体育専門学群生は特

にそのことをよく認識しており,卒業後の自

らのキャリアには大きな関心があった。また

一方他学群の学生もプロアスリートや実業家

等.強い起業家的精神を有し,行動力のある

人材から何かを学び取ろうという気持ちは非

常に強かった。このように必ずしもスポーツ

の分野に留まらず, ここでの学びを自らの日

常的な行動にまで活かしていくことを考えて

いる学生も多数いたことは非常に良い傾向で

あった。

③勇者の良き学びの場にもなったということ。

こうした機会 (経験を文字や言葉にし,人

前で表現 していくこと)を重要視する声は

勇者達の中で非常に多かった。セカンドキャ

リアが視野に入っているようなアスリー ト
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表 2 勇者一覧 (実業家)

勇■ 彙饉 所属

相原正道

東京ヤクル トスワローズ Bプロジェク トスタッフ
m16年東京オリンピック招致委員会事業部門マネー

ジャー。

池田 新
アシックス直営店第一号 (ア シツクスストア東京)設置,

ファンランニングと併せた新しいビジネスモデル構築。

脚アシックス

マーケテイング統括部部長

岩崎俊一
特殊素材によるプロダクト開発を実践し 社内チー
ムを開発当初より牽引。

いアシックス マーケテイング統
括部プロダクトマーケテイングス

イム・ インナーマッスルチーム/
マネージャー

上西葉子

NIK報道局スポーツ部記者として スポーツ大陸の
編集,サ ツカー W杯南アフリカ大会現地リポーター
を歴任。

悧電通スポーツ局開発事業部

江島れい子
キッズシューズの開発と幼少期の体力測定を抱き合

わせたビジネスモデルを構築。

蜘 アシツクスプロダク トマーケ

ティング統括部ライフスタイルプ

ロダクトマーケテイング部スクス

クチームマネージャー

Jヽ日勝美
新日鐵ブレイザーズを廃部の危機から救い,起業し

日本一の企業発地域密着クラブヘ尽力。

鞠ブレイザーズスポーツクラブ

取締役事業部長

小田切琢也
J2降格から」1昇格へ,様々な地域事業からクラブ

をバックアップ。
い日立柏レイツル事業本部事業部長

関根祥隆

エリアマネージヤー.ゾーンマネージー商品部リー

ダー 執行役員として商品部門を統括し,人材育成,
スポーツを通じた地域密着の事業展開に着手。

船ゼビオ人事部門

人材開発チームリーダー

田中和弘
新事業部「スポーツプレイヤーズネット」を立ち上げ,

アスリートのセカンドキャリア支援教育事業を確立。
榊スポーツピズ取締役

橋本正吾
NECグ リーンロケッツのチームデイレクターを歴任

し 現在 NECス ポーツチーム統括として活躍。
NEC事業支援部 NEC強化 スポー

ツ担当

馬見塚健一

イベントプロデューサー。日本スポーツゴミ拾い連

盟設立後, 日本イベント学会より「第4回 日本イベ

ント対象社会貢献部門J大賞受賞。
深没呼吸有限責任事業組合代表

三浦卓広

社内にて新人事制度設計,人材戦略 PJT及び組織カ

強化 PITの リーダーを歴任.エ イベツクス社内組織

強化に向けた制度設計の第一人者。

エイベックス グループ・
ホールディングス鞠執行役員

総務人事本部長兼人事部統括部長

村里敏彰

全日本スキー連盟常務理事.JOC委員,国際スキー

連盟委員. トリノ五輪選手団本部役員を歴任 オー
ストリア共和国より有功金賞「十字騎士賞」受賞。

俯スポーツユニテイ代表取締役社長

山本雅一

アスリー トマネジメントを基軸にした Made h JAPAN

オリジナルのスポーツマネジメント事業運営会社を

設立。

佛スポーツビズ代表取締役社長
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精 所属

阿部篤志

元国立スポーツ科学センタースポーツ情報研究部員 ,

東京 Jプロジェク ト2010バ ンクーパー チームマネ
ジャー

仙台大学体育学部

スポーツ情報

マスメディア学科講師

自木 仁
長野五輪全日本代表チーム元ヘッドトレーナー シ
ドニー五輪全日本代表シンクロナイズドスイミング

チーム元トレーナー

筑波大学

体育科学系教授

鳥羽賢二

元サントリー脚スポーツフェローシップ推進部部長

元サントリーサンバーズ監督 GM.現 パレーボール
全日本男子代表チームCM

びわ湖成険

スポーツ大学准教授

渡 和由

TLACで 日米の住宅地.街路.ホ テル テーマパー
クなどランドスケープ アーキテクチュアを手掛け,
都市・建築事務所 KTGYで米国住宅地のサイトプラ
ンニング実務を行う。スポーツタウン構想に精通。

筑波大学

芸術専門学群准教授

表3 勇者一覧 (研究家)

表4 勇者一覧 (地域起業家)

勇者 実績 所属

石川慎之助

つくば市にJリ ーグクラプを誕生させることを目標に

設立。サッカーグラウンドを創リジュニア 61111人の

クラブ事業を立ち上げた。

蜘つくばフットボールタラブ

ゼネラルマネージャー

奥寺由紀

つ くば市にジュニア～ユース世代のチアリーダーク

ラプを誕生させ,ス タジオを創 り数々のイベントに
出演している。

NPO法人つ くばオールスターチア
代表

林田宏樹

つ くば市にジュニア～シニア世代のダンスクラプを

誕生させ, スタジオ経営を含め現在約 10∞ 人近い生

徒数を抱えている。

NPO法人ダンスアツシエーシヨン
シーズ代表

松田裕雄

つくば市にVリ ーグチームを生み出したNPO法人つ

くばユナイテッドVOLLEYBA:I創業者の一人。大学
発地域 トップタラブとして様々な事業を展開。代表常

任理事を経て2010年退任。

筑波大学

体育科学系講師

や.後輩育成,社内人材育成に携わっている

方もおられ,いい整理の場になつたというこ

とであつた。

(2)課題

①内容と人事

1コ マ 75分 という短さである為,ひ とりの

勇者からあらゆる体験や知見を引き出すには限

界があり, また受け手にも大きな受容量が求め

られてしまう。よって毎回の授業である程度の

テーマを定め,その筋で一線級の経験と知見を

有する勇者を招聘し.対話をしていくことが教

育効果としては最適であると感じた。

例えば,奇抜なビジネスモデルを紹介するこ

とが目的であれば,パーソナリテイよりもその

内容をわかりやすく話せる人,逆に起業家的精

神を紹介することが目的であれば, ビジネスモ

デルよりもその成功への過程や背景をわかりや

すく話せる人等々である。
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表5 受講学生数と所属学部

学群 学類 19年度
20年度

1学期

年度20

2学期

年度

1学期

21年度

2学期
犠
朝

２２

１

22年度

2学期
合計

人文 文化学群
人文学類 4 1 2 0 1 8

比較文化学類 0 2 0 1 2 1 2 8

日本語 。日本文化学類 1 1 0 1 1 4

社会・国際学群
社会学類 1 2 2 0 0 0 5

国際総合学類 3 1 1 1 0 0 6

人間学群

教育学類 0 1 0 4 3 0 1 9

心理学類 0 0 0 4 0 0 9

障害科学類 0 0 1 0 1 1 31

人間学類 (旧学群時 ) 0 1 0 0 0 1

生命環境学群
地球学類 0 0 0 2 1 3

生物資源学類 1 1 0 0 1 5 10

理工学群

数学類 0 1 0 4 1 2 10

物理学類 0 1 2 1 0 1 1 6

社会工学類 2 5 1 2 1 1 1 13

化学類 0 0 0 1 0 0 1 2

情報学類 1 0 0 0 0 0 0 1

工学システム学類 0 1 1 2 3 0 71

応用理工学類 1 0 0 0 0 3

情報学群

情報科学類 0 0 1 1 0 1 3

情報メディア創成学類 0 0 1 0 0 0 1

知識情報・図書館学類 0 0 0 1 0 1

体育専門学群 体育専門学群 40 26 36 50 1278

芸術専門学群 芸術専Fう学群 4 1 0 0 2 1 10

医学群

医学類 2 1 0 0 0 0 3

医療科学類 0 1 0 0 0 1 2

看護学類 2 0 0 0 0

83 45 46 72 408

②広報

受講生が llxl名以上は確保できるようなもの

にしていくことで,授業自体がスポーツの普及

に貢献していくような形にしていかなくてなら

ないと感じた。勇者は多忙でなかなか早い段階

で日程を確保できない為, シラバス等に全ての

メンパーを掲載することができない。その為受

講の足がかりが掴めず,後になって友人から噂

を開くがもう履修には手続き上間に合わないと

いうケースが多々見られた。今後は当該年度の

チラシやポスター作成以外にもこれまでの実績

紹介を兼ね, より授業内容が明確になる告知手

段での広報活動が必要である。

6 今後の展望と可能性

筑波大学は地理的にも人的にも知的財産の集

積 したシリコンパ レーのような総合大学であ

り,異分野同士が交流していくことでイノベー

ションを誘発 していくには最適の環境である。
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表 6 SDP及び全体の学生授業評価調査の結果変遅一覧表

崚口4～ 12に口してla「1 大いにそう思うJと 「2そ う思うJを●IIし た回答の占有事を 設問 13～ 14に関しては F3適当であったJと いう
回各の占″事を示す。

実際多くのベンチャー企業が誕生しており そ
の実績は全国の大学の中でも上位クラスであ

る。よってスポーッと様々な分野との掛け合わ

せを通した新産業創出や起業家的人材の育成に

は十分な環境が完備されているといえる。

本プログラムの完成度はまだまだ低く,ア ン

トレプレナーシップ教育というにはあまりにも

未熟な状態である。今後のプログラム発展に向

けては,筑波大学の有する好環境を更に有効活
用し,図 1で示すステージ間の有機的連携を進
め,ア ントレプレナーシップ教育のパッケージ

プログラムとしての完成度を高めていくことが

大きな課題である。その中でSDPは既に平成

23年度より,大学院共通科ロキャリアマネジ
メントで共通開講されることが決定しており,

取り急ぎ「内容と人事」,そ して「広報」に対

して刷新していくことが目下の課題である。
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